
(57)【要約】

【課題】ラッピング後の平坦度を維持するとともに、表

面粗さを低減し得る加工方法を提供する。表面を鏡面研

磨したウェーハにおいて、良好な平坦度を得、かつ裏面

粗さが小さくなるシリコンウェーハの加工方法を提供す

る。

【解決手段】本発明のシリコンウェーハの加工方法は、

複数のエッチング槽に酸エッチング液とアルカリエッチ

ング液をそれぞれ貯え、ラッピング工程１１に続いて洗

浄工程１２を経た加工変質層を有するウェーハを酸エッ

チング液とアルカリエッチング液とに順次浸漬するエッ

チング工程１３と、エッチングされたウェーハの片面を

鏡面研磨する表面鏡面研磨工程１８と、表面鏡面研磨さ

れたウェーハを洗浄する洗浄工程１９とを含み、エッチ

ング工程が酸エッチングの後にアルカリエッチングが行

われる工程であって、酸エッチング液がフッ酸及び硝酸

を主成分とする酸水溶液１００重量％にリン酸３０重量

％以上を含有することを特徴とする。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ラ ッ ピ ン グ 工 程 に 続 い て 洗 浄 工 程 を 経 た 加 工 変 質 層 を 有 す る シ リ コ ン ウ ェ ー ハ を フ ッ 酸
及 び 硝 酸 を 主 成 分 と す る 酸 水 溶 液 に リ ン 酸 が 含 有 す る 酸 エ ッ チ ン グ 液 に 浸 漬 さ せ て 前 記 ウ
ェ ー ハ を エ ッ チ ン グ す る シ リ コ ン ウ ェ ー ハ の 加 工 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 フ ッ 酸 及 び 硝 酸 を 主 成 分 と す る 酸 水 溶 液 を １ ０ ０ 重 量 ％ と し た と き 、 前 記 酸 水 溶 液 は リ
ン 酸 を ３ ０ ～ ４ ０ 重 量 ％ 含 有 す る 請 求 項 １ 記 載 の 加 工 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 複 数 の エ ッ チ ン グ 槽 に 酸 エ ッ チ ン グ 液 と ア ル カ リ エ ッ チ ン グ 液 を そ れ ぞ れ 貯 え 、 ラ ッ ピ
ン グ 工 程 (11)に 続 い て 洗 浄 工 程 (12)を 経 た 加 工 変 質 層 を 有 す る シ リ コ ン ウ ェ ー ハ を 酸 エ ッ
チ ン グ 液 と ア ル カ リ エ ッ チ ン グ 液 と に 順 次 浸 漬 す る エ ッ チ ン グ 工 程 (13)と 、
　 前 記 エ ッ チ ン グ さ れ た ウ ェ ー ハ の 片 面 を 鏡 面 研 磨 す る 表 面 鏡 面 研 磨 工 程 (18)と 、
　 前 記 表 面 鏡 面 研 磨 さ れ た ウ ェ ー ハ を 洗 浄 す る 洗 浄 工 程 (19)と
　 を 含 む シ リ コ ン ウ ェ ー ハ の 加 工 方 法 に お い て 、
　 前 記 エ ッ チ ン グ 工 程 (13)が 酸 エ ッ チ ン グ の 後 に ア ル カ リ エ ッ チ ン グ が 行 わ れ る 工 程 で あ
っ て 、
　 前 記 酸 エ ッ チ ン グ 液 が フ ッ 酸 及 び 硝 酸 を 主 成 分 と す る 酸 水 溶 液 １ ０ ０ 重 量 ％ に リ ン 酸 ３
０ 重 量 ％ 以 上 を 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る シ リ コ ン ウ ェ ー ハ の 加 工 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 エ ッ チ ン グ 工 程 (13)と 、 表 面 鏡 面 研 磨 工 程 (18)と の 間 に 前 記 エ ッ チ ン グ 工 程 (13)で 形 成
さ れ た ウ ェ ー ハ 裏 面 の 凹 凸 の 一 部 を 研 磨 す る 裏 面 軽 研 磨 工 程 (17)を 更 に 含 む 請 求 項 ３ 記 載
の 加 工 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 フ ッ 酸 及 び 硝 酸 を 主 成 分 と す る 酸 水 溶 液 を １ ０ ０ 重 量 ％ と し た と き 、 前 記 酸 水 溶 液 は リ
ン 酸 を ３ ０ ～ ４ ０ 重 量 ％ 含 有 す る 請 求 項 ３ 記 載 の 加 工 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 エ ッ チ ン グ 工 程 (13)に お け る 酸 エ ッ チ ン グ を 、 シ リ コ ン ウ ェ ー ハ へ 酸 エ ッ チ ン グ 液 を 滴
下 し 、 前 記 ウ ェ ー ハ を ス ピ ン さ せ る こ と に よ り 前 記 滴 下 し た 酸 エ ッ チ ン グ 液 を ウ ェ ー ハ 表
面 全 体 に 拡 げ て エ ッ チ ン グ す る ス ピ ン コ ー ト 法 に よ り 行 う 請 求 項 ３ 記 載 の 加 工 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 シ リ コ ン ウ ェ ー ハ の 製 造 工 程 に お い て 、 発 生 す る ウ ェ ー ハ 表 面 の 加 工 変 質 層
を エ ッ チ ン グ 除 去 す る 方 法 の 改 善 に 関 す る 。 更 に 詳 し く は 、 ウ ェ ー ハ 両 面 が 高 精 度 の 平 坦
度 及 び 小 さ い 表 面 粗 さ を 有 し か つ ウ ェ ー ハ の 表 裏 面 を 目 視 に よ り 識 別 可 能 に す る シ リ コ ン
ウ ェ ー ハ の 加 工 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 に 半 導 体 シ リ コ ン ウ ェ ー ハ の 製 造 工 程 は 、 引 上 げ た シ リ コ ン 単 結 晶 イ ン ゴ ッ ト か ら
切 出 し 、 ス ラ イ ス し て 得 ら れ た ウ ェ ー ハ を 、 面 取 り 、 機 械 研 磨 （ ラ ッ ピ ン グ ） 、 エ ッ チ ン
グ 、 鏡 面 研 磨 （ ポ リ ッ シ ン グ ） 及 び 洗 浄 す る 工 程 か ら 構 成 さ れ 、 高 精 度 の 平 坦 度 を 有 す る
ウ ェ ー ハ と し て 生 産 さ れ る 。 こ れ ら の 工 程 は 目 的 に よ り 、 そ の 一 部 の 工 程 が 入 替 え ら れ た
り 、 複 数 回 繰 返 さ れ た り 、 或 い は 熱 処 理 、 研 削 等 他 の 工 程 が 付 加 、 置 換 さ れ た り し て 種 々
の 工 程 が 行 わ れ る 。
　 ブ ロ ッ ク 切 断 、 外 径 研 削 、 ス ラ イ シ ン グ 、 ラ ッ ピ ン グ 等 の 機 械 加 工 プ ロ セ ス を 経 た シ リ
コ ン ウ ェ ー ハ は 表 面 に ダ メ ー ジ 層 即 ち 加 工 変 質 層 を 有 し て い る 。 加 工 変 質 層 は デ バ イ ス 製
造 プ ロ セ ス に お い て ス リ ッ プ 転 位 等 の 結 晶 欠 陥 を 誘 発 し た り 、 ウ ェ ー ハ の 機 械 的 強 度 を 低
下 さ せ 、 ま た 電 気 的 特 性 に 悪 影 響 を 及 ぼ す の で 完 全 に 除 去 し な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
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　 こ の 加 工 変 質 層 を 取 除 く た め 、 エ ッ チ ン グ 処 理 が 行 わ れ る 。 エ ッ チ ン グ 処 理 に は 、 混 酸
等 の 酸 エ ッ チ ン グ 液 を 用 い る 酸 エ ッ チ ン グ と 、 Ｎ ａ Ｏ Ｈ 等 の ア ル カ リ エ ッ チ ン グ 液 を 用 い
る ア ル カ リ エ ッ チ ン グ と が あ る 。
　 し か し 、 酸 エ ッ チ ン グ を 行 う こ と に よ り 、 ラ ッ ピ ン グ で 得 ら れ た 平 坦 度 が 損 な わ れ 、 エ
ッ チ ン グ 表 面 に ｍ ｍ オ ー ダ ー の う ね り や ピ ー ル と 呼 ば れ る 凹 凸 が 発 生 す る 。 ま た 、 ア ル カ
リ エ ッ チ ン グ を 行 う こ と に よ り 、 局 所 的 な 深 さ が 数 μ ｍ で 、 大 き さ が 数 ～ 数 十 μ ｍ 程 度 の
ピ ッ ト （ 以 下 、 こ れ を フ ァ セ ッ ト と い う 。 ） が 発 生 す る 等 の 問 題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 問 題 点 を 解 決 す る 方 法 と し て ア ル カ リ エ ッ チ ン グ の 後 に 、 酸 エ ッ チ ン グ を 行 い 、 こ
の と き の ア ル カ リ エ ッ チ ン グ の 取 り 代 を 酸 エ ッ チ ン グ の 取 り 代 よ り 大 き く す る ウ ェ ー ハ の
加 工 方 法 及 び こ の 方 法 に よ り 加 工 さ れ た ウ ェ ー ハ が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １
参 照 。 ） 。
　 上 記 特 許 文 献 １ に 示 さ れ る 方 法 に よ り 、 ラ ッ ピ ン グ 後 の 平 坦 度 を 維 持 し つ つ 加 工 変 質 層
を 除 去 し 、 平 面 粗 さ を 改 善 し 、 特 に 局 所 的 な フ ァ セ ッ ト を よ り 浅 く 、 滑 ら か な 凹 凸 形 状 を
持 ち 、 パ ー テ ィ ク ル や 汚 染 の 発 生 し に く い エ ッ チ ン グ 表 面 を 有 す る ウ ェ ー ハ を 作 製 す る こ
と が 可 能 と な る 。
　 一 方 、 デ バ イ ス プ ロ セ ス の 搬 送 系 で の ウ ェ ー ハ 有 無 の 検 知 は ウ ェ ー ハ 裏 面 に よ り 行 わ れ
て い る た め 、 表 面 を 鏡 面 研 磨 し た ウ ェ ー ハ 裏 面 が 鏡 面 状 で あ る と 、 検 知 困 難 や 誤 検 知 す る
な ど の 問 題 が 生 じ て い た 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － ２ ３ ３ ４ ８ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 特 許 文 献 １ に 示 さ れ た ウ ェ ー ハ の 表 面 を 鏡 面 研 磨 し た ウ ェ ー ハ （ 以 下 、 Ｐ Ｗ ； Poli
shed Waferと い う 。 ） で は 、 デ バ イ ス メ ー カ ー の 所 望 す る よ う な 良 好 な 平 坦 度 を 有 し 、 か
つ Ｐ Ｗ の 裏 面 粗 さ が 小 さ い ウ ェ ー ハ を 得 ら れ る こ と が で き な い 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 ラ ッ ピ ン グ 後 の 平 坦 度 を 維 持 す る と と も に 、 表 面 粗 さ を 低 減 し 得 る シ
リ コ ン ウ ェ ー ハ の 加 工 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
　 本 発 明 の 別 の 目 的 は 、 表 面 を 鏡 面 研 磨 し た ウ ェ ー ハ に お い て 、 良 好 な 平 坦 度 を 得 、 か つ
裏 面 粗 さ が 小 さ く な る シ リ コ ン ウ ェ ー ハ の 加 工 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 １ に 係 る 発 明 は 、 ラ ッ ピ ン グ 工 程 に 続 い て 洗 浄 工 程 を 経 た 加 工 変 質 層 を 有 す る シ
リ コ ン ウ ェ ー ハ を フ ッ 酸 及 び 硝 酸 を 主 成 分 と す る 酸 水 溶 液 に リ ン 酸 が 含 有 す る 酸 エ ッ チ ン
グ 液 に 浸 漬 さ せ て ウ ェ ー ハ を エ ッ チ ン グ す る シ リ コ ン ウ ェ ー ハ の 加 工 方 法 で あ る 。
　 請 求 項 １ に 係 る 発 明 で は 、 フ ッ 酸 及 び 硝 酸 を 主 成 分 と す る 酸 水 溶 液 に リ ン 酸 を 含 有 し た
酸 エ ッ チ ン グ 液 に よ り エ ッ チ ン グ を 施 す と 、 ラ ッ ピ ン グ 後 の 平 坦 度 を 維 持 す る と と も に 、
表 面 粗 さ を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 １ に 係 る 発 明 で あ っ て 、 フ ッ 酸 及 び 硝 酸 を 主 成 分 と す る
酸 水 溶 液 を １ ０ ０ 重 量 ％ と し た と き 、 酸 水 溶 液 は リ ン 酸 を ３ ０ ～ ４ ０ 重 量 ％ 含 有 す る 加 工
方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ３ に 係 る 発 明 は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 複 数 の エ ッ チ ン グ 槽 に 酸 エ ッ チ ン グ 液 と ア
ル カ リ エ ッ チ ン グ 液 を そ れ ぞ れ 貯 え 、 ラ ッ ピ ン グ 工 程 １ １ に 続 い て 洗 浄 工 程 １ ２ を 経 た 加
工 変 質 層 を 有 す る シ リ コ ン ウ ェ ー ハ を 酸 エ ッ チ ン グ 液 と ア ル カ リ エ ッ チ ン グ 液 と に 順 次 浸
漬 す る エ ッ チ ン グ 工 程 １ ３ と 、 エ ッ チ ン グ さ れ た ウ ェ ー ハ の 片 面 を 鏡 面 研 磨 す る 表 面 鏡 面
研 磨 工 程 １ ８ と 、 表 面 鏡 面 研 磨 さ れ た ウ ェ ー ハ を 洗 浄 す る 洗 浄 工 程 １ ９ と を 含 む シ リ コ ン
ウ ェ ー ハ の 加 工 方 法 の 改 良 で あ り 、 そ の 特 徴 あ る 構 成 は 、 エ ッ チ ン グ 工 程 １ ３ が 酸 エ ッ チ
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ン グ の 後 に ア ル カ リ エ ッ チ ン グ が 行 わ れ る 工 程 で あ っ て 、 酸 エ ッ チ ン グ 液 が フ ッ 酸 及 び 硝
酸 を 主 成 分 と す る 酸 水 溶 液 １ ０ ０ 重 量 ％ に リ ン 酸 ３ ０ 重 量 ％ 以 上 を 含 有 す る と こ ろ に あ る
。
　 請 求 項 ３ に 係 る 発 明 で は 、 上 記 工 程 １ １ ～ 工 程 １ ９ を 経 る こ と に よ り 、 表 面 を 鏡 面 研 磨
し た ウ ェ ー ハ に お い て 、 良 好 な 平 坦 度 を 得 、 か つ 裏 面 粗 さ が 小 さ く な る シ リ コ ン ウ ェ ー ハ
を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ４ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 ３ に 係 る 発 明 で あ っ て 、 図 １ に 示 す よ う に 、 エ ッ チ ン グ
工 程 １ ３ と 、 表 面 鏡 面 研 磨 工 程 １ ８ と の 間 に エ ッ チ ン グ 工 程 １ ３ で 形 成 さ れ た ウ ェ ー ハ 裏
面 の 凹 凸 の 一 部 を 研 磨 す る 裏 面 軽 研 磨 工 程 １ ７ を 更 に 含 む 加 工 方 法 で あ る 。
　 請 求 項 ４ に 係 る 発 明 で は 、 裏 面 軽 研 磨 工 程 を ウ ェ ー ハ 裏 面 に 施 す こ と で 裏 面 の 粗 さ が 低
減 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ５ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 ３ に 係 る 発 明 で あ っ て 、 フ ッ 酸 及 び 硝 酸 を 主 成 分 と す る
酸 水 溶 液 を １ ０ ０ 重 量 ％ と し た と き 、 酸 水 溶 液 は リ ン 酸 を ３ ０ ～ ４ ０ 重 量 ％ 含 有 す る 加 工
方 法 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ６ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 ３ に 係 る 発 明 で あ っ て 、 エ ッ チ ン グ 工 程 １ ３ に お け る 酸
エ ッ チ ン グ を 、 シ リ コ ン ウ ェ ー ハ へ 酸 エ ッ チ ン グ 液 を 滴 下 し 、 ウ ェ ー ハ を ス ピ ン さ せ る こ
と に よ り 滴 下 し た 酸 エ ッ チ ン グ 液 を ウ ェ ー ハ 表 面 全 体 に 拡 げ て エ ッ チ ン グ す る ス ピ ン コ ー
ト 法 に よ り 行 う 加 工 方 法 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 上 述 べ た よ う に 、 本 発 明 の 加 工 方 法 に よ れ ば 、 フ ッ 酸 及 び 硝 酸 を 主 成 分 と す る 酸 水 溶
液 に リ ン 酸 を 含 有 し た 酸 エ ッ チ ン グ 液 に よ り エ ッ チ ン グ を 施 す と 、 ラ ッ ピ ン グ 後 の 平 坦 度
を 維 持 す る と と も に 、 表 面 粗 さ を 低 減 で き る 。
　 ま た 、 加 工 変 質 層 を 有 す る シ リ コ ン ウ ェ ー ハ を 酸 エ ッ チ ン グ 液 と ア ル カ リ エ ッ チ ン グ 液
と に 順 次 浸 漬 す る エ ッ チ ン グ 工 程 と 、 エ ッ チ ン グ さ れ た ウ ェ ー ハ の 片 面 を 鏡 面 研 磨 す る 表
面 鏡 面 研 磨 工 程 と 、 表 面 鏡 面 研 磨 さ れ た ウ ェ ー ハ を 洗 浄 す る 洗 浄 工 程 と を 含 み 、 エ ッ チ ン
グ 工 程 が 酸 エ ッ チ ン グ の 後 に ア ル カ リ エ ッ チ ン グ が 行 わ れ 、 酸 エ ッ チ ン グ 液 が フ ッ 酸 及 び
硝 酸 を 主 成 分 と す る 酸 水 溶 液 １ ０ ０ 重 量 ％ に リ ン 酸 ３ ０ 重 量 ％ 以 上 を 含 有 す る 本 発 明 の シ
リ コ ン ウ ェ ー ハ の 加 工 方 法 を 施 す こ と に よ り 、 表 面 を 鏡 面 研 磨 し た ウ ェ ー ハ に お い て 、 良
好 な 平 坦 度 を 得 、 か つ 裏 面 粗 さ が 小 さ く な る シ リ コ ン ウ ェ ー ハ を 得 ら れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 次 に 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
　 先 ず 、 育 成 さ れ た シ リ コ ン 単 結 晶 イ ン ゴ ッ ト は 、 先 端 部 及 び 終 端 部 を 切 断 し て ブ ロ ッ ク
状 と し 、 イ ン ゴ ッ ト の 直 径 を 均 一 に す る た め に イ ン ゴ ッ ト の 外 径 を 研 削 し て ブ ロ ッ ク 体 と
す る 。 特 定 の 結 晶 方 位 を 示 す た め に 、 こ の ブ ロ ッ ク 体 に オ リ エ ン テ ー シ ョ ン フ ラ ッ ト や オ
リ エ ン テ ー シ ョ ン ノ ッ チ を 施 す 。 こ の プ ロ セ ス の 後 、 ブ ロ ッ ク 体 は 棒 軸 方 向 に 対 し て 所 定
角 度 を も っ て ス ラ イ ス さ れ る 。
　 ス ラ イ ス さ れ た ウ ェ ー ハ は 、 ウ ェ ー ハ の 周 辺 部 の 欠 け や チ ッ プ を 防 止 す る た め に ウ ェ ー
ハ 周 辺 に 面 取 り 加 工 す る 。 こ の 面 取 り を 施 す こ と に よ り 、 例 え ば 面 取 り さ れ て い な い シ リ
コ ン ウ ェ ー ハ 表 面 上 に エ ピ タ キ シ ャ ル 成 長 す る と き に 周 辺 部 に 異 常 成 長 が 起 こ り 環 状 に 盛
り 上 が る ク ラ ウ ン 現 象 を 抑 制 す る こ と が で き る 。 図 １ に 示 す よ う に 、 ス ラ イ ス で 生 じ た ウ
ェ ー ハ 表 面 の 凹 凸 層 を 機 械 研 磨 （ ラ ッ ピ ン グ ） し て ウ ェ ー ハ 表 面 の 平 坦 度 と ウ ェ ー ハ の 平
行 度 を 高 め る （ 工 程 １ １ ） 。 ラ ッ ピ ン グ 工 程 １ １ を 施 し た ウ ェ ー ハ は 洗 浄 工 程 １ ２ で 洗 浄
さ れ て 次 工 程 へ と 送 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 次 い で 、 面 取 り や ラ ッ ピ ン グ 工 程 １ １ に よ り 導 入 さ れ た 機 械 的 な ウ ェ ー ハ 表 面 の 加 工 変
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質 層 を エ ッ チ ン グ に よ っ て 完 全 に 除 去 す る （ 工 程 １ ３ ） 。
　 本 発 明 の エ ッ チ ン グ 工 程 １ ３ で は 、 複 数 の エ ッ チ ン グ 槽 に 酸 エ ッ チ ン グ 液 と ア ル カ リ エ
ッ チ ン グ 液 を そ れ ぞ れ 貯 え 、 シ リ コ ン ウ ェ ー ハ を 酸 エ ッ チ ン グ 液 と ア ル カ リ エ ッ チ ン グ 液
と に 順 次 浸 漬 す る 。 ま た エ ッ チ ン グ 工 程 １ ３ は 酸 エ ッ チ ン グ １ ３ ａ の 後 に ア ル カ リ エ ッ チ
ン グ １ ３ ｂ が 行 わ れ る 。 こ の 順 に そ れ ぞ れ エ ッ チ ン グ さ れ た ウ ェ ー ハ の 表 面 は 、 形 状 の 大
き い フ ァ セ ッ ト が 少 な く か つ 深 い ピ ッ ト の 発 生 も 抑 制 さ れ る 。 ま た エ ッ チ ン グ 工 程 １ ３ に
お け る 酸 エ ッ チ ン グ を 、 シ リ コ ン ウ ェ ー ハ へ 酸 エ ッ チ ン グ 液 を 滴 下 し 、 ウ ェ ー ハ を ス ピ ン
さ せ る こ と に よ り 滴 下 し た 酸 エ ッ チ ン グ 液 を ウ ェ ー ハ 表 面 全 体 に 拡 げ て エ ッ チ ン グ す る ス
ピ ン コ ー ト 法 に よ り 行 っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 酸 エ ッ チ ン グ １ ３ ａ に 用 い ら れ る 酸 エ ッ チ ン グ 液 は フ ッ 酸 及 び 硝 酸 を 主 成 分 と す る 酸 水
溶 液 １ ０ ０ 重 量 ％ に リ ン 酸 ３ ０ 重 量 ％ 以 上 が 含 有 す る 。 リ ン 酸 を ３ ０ 重 量 ％ 以 上 含 有 し た
酸 エ ッ チ ン グ 液 を 用 い る こ と に よ り 、 ラ ッ ピ ン グ 後 の 平 坦 度 を 維 持 す る と と も に 、 表 面 粗
さ を 低 減 す る こ と が で き る 。 酸 エ ッ チ ン グ 液 は フ ッ 酸 及 び 硝 酸 を 主 成 分 と す る 酸 水 溶 液 を
１ ０ ０ 重 量 ％ と し た と き 、 リ ン 酸 が ３ ０ ～ ４ ０ 重 量 ％ 含 有 す る よ う に 調 製 さ れ る こ と が 好
ま し い 。
　 ア ル カ リ エ ッ チ ン グ １ ３ ｂ に 用 い ら れ る ア ル カ リ エ ッ チ ン グ 液 は 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム 又 は
水 酸 化 カ リ ウ ム が 含 ま れ 、 更 に 、 水 酸 化 リ チ ウ ム を 含 ん で も よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 各 エ ッ チ ン グ 工 程 の 間 に は リ ン ス 工 程 を 行 う 必 要 が あ る 。 例 え ば 酸 エ ッ チ ン グ 工
程 １ ３ ａ と ア ル カ リ エ ッ チ ン グ １ ３ ｂ と の 間 に は 、 純 水 リ ン ス を 施 す 洗 浄 工 程 １ ４ が 設 け
ら れ る 。 リ ン ス 洗 浄 工 程 １ ４ を 間 に 入 れ る こ と に よ り 、 ウ ェ ー ハ に 付 着 し た 酸 や ア ル カ リ
が 洗 い 落 と さ れ る た め 次 に 続 く 工 程 に お い て 、 前 工 程 の エ ッ チ ン グ 槽 か ら の 薬 液 の 持 込 み
を 防 ぐ こ と が で き 、 薬 液 組 成 の 変 動 を 最 小 限 に 抑 制 す る こ と が で き る 。
　 エ ッ チ ン グ 工 程 １ ３ を 終 え た ウ ェ ー ハ は 洗 浄 工 程 １ ６ で 表 面 に 付 着 し た 薬 液 が 洗 い 流 さ
れ て 次 工 程 へ と 送 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 次 に 、 エ ッ チ ン グ 工 程 １ ３ で 形 成 さ れ た ウ ェ ー ハ 裏 面 の 凹 凸 の 一 部 を 研 磨 す る 裏 面 軽 研
磨 工 程 を 行 う （ 工 程 １ ７ ） 。 こ の 裏 面 軽 研 磨 を ウ ェ ー ハ 裏 面 に 施 す こ と に よ り 裏 面 の 粗 さ
が 低 減 さ れ る 。
　 裏 面 軽 研 磨 工 程 １ ７ 及 び 次 に 続 く 表 面 鏡 面 研 磨 工 程 １ ８ で は 片 面 研 磨 方 法 が 用 い ら れ る
。 こ れ ら の 工 程 １ ７ ， １ ８ で 使 用 さ れ る 研 磨 装 置 は 片 面 研 磨 装 置 を 用 い て も よ い し 、 両 面
研 磨 装 置 を 用 い て 片 面 研 磨 を 行 っ て も よ い 。 裏 面 軽 研 磨 工 程 １ ７ に よ る ウ ェ ー ハ 裏 面 の 研
磨 代 は １ μ ｍ 以 下 と す る 。 好 ま し く は ０ ． ３ μ ｍ 以 下 で あ る 。 １ μ ｍ を 越 え る と 、 光 沢 度
が デ バ イ ス メ ー カ ー の 所 望 す る 数 値 と な ら ず 表 裏 面 の 区 別 が つ き に く く な る 。 こ の 裏 面 軽
研 磨 １ ７ に よ り ウ ェ ー ハ 裏 面 の 形 状 は 、 裏 面 の 粗 さ が 所 定 の 範 囲 に 抑 え ら れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 裏 面 軽 研 磨 工 程 １ ７ を 終 え た ウ ェ ー ハ は 、 そ の 表 面 を 機 械 的 な い し 物 理 的 研 磨 と 化 学 的
研 磨 と を 組 合 わ せ た 鏡 面 研 磨 を す る こ と に よ り 、 光 学 的 光 沢 を も ち 加 工 歪 み の な い 鏡 面 ウ
ェ ー ハ に さ れ る （ 工 程 １ ８ ） 。
　 表 面 鏡 面 研 磨 を 終 え た ウ ェ ー ハ は 洗 浄 さ れ （ 工 程 １ ９ ） 、 デ バ イ ス 製 造 プ ロ セ ス へ と 送
ら れ る 。 本 発 明 の 工 程 １ １ ～ 工 程 １ ９ を 経 る こ と に よ り 、 表 面 を 鏡 面 研 磨 し た ウ ェ ー ハ に
お い て 、 良 好 な 平 坦 度 を 得 、 か つ 裏 面 粗 さ が 小 さ く な る シ リ コ ン ウ ェ ー ハ を 得 る こ と が で
き る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 次 に 本 発 明 の 実 施 例 を 比 較 例 と と も に 詳 し く 説 明 す る 。
　 ＜ 実 施 例 １ ＞
　 先 ず 、 シ リ コ ン 単 結 晶 イ ン ゴ ッ ト を ス ラ イ ス し 、 面 取 り 、 ラ ッ ピ ン グ に 続 い て 洗 浄 を 経
た 加 工 変 質 層 を 有 す る シ リ コ ン ウ ェ ー ハ を 用 意 し た 。 フ ッ 酸 、 硝 酸 、 リ ン 酸 及 び 水 を 体 積
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比 （ Ｈ Ｆ ： Ｈ Ｎ Ｏ 3 ： Ｈ 3 Ｐ Ｏ 4 ： Ｈ 2 Ｏ ） が １ ： ８ ： ６ ： ５ と な る よ う に 混 合 し て 酸 エ ッ チ
ン グ 液 を 調 製 し た 。 調 製 し た 酸 エ ッ チ ン グ 液 を エ ッ チ ン グ 槽 に 貯 え 、 液 温 を ８ ０ ℃ に 維 持
し た 。 ４ ８ 重 量 ％ の 水 酸 化 カ リ ウ ム を 含 む ア ル カ リ エ ッ チ ン グ 液 を 調 製 し 、 こ の ア ル カ リ
エ ッ チ ン グ 液 を エ ッ チ ン グ 槽 に 貯 え 、 液 温 を ８ ０ ℃ に 維 持 し た 。
　 次 い で 、 酸 エ ッ チ ン グ 槽 内 の 酸 エ ッ チ ン グ 液 を 撹 拌 し な が ら 上 記 ウ ェ ー ハ を 浸 漬 し て ウ
ェ ー ハ の 取 り 代 を 表 面 と 裏 面 を 合 わ せ た 合 計 で ２ ０ μ ｍ と な る よ う に 酸 エ ッ チ ン グ を 行 っ
た 。 酸 エ ッ チ ン グ を 終 え た ウ ェ ー ハ を 超 純 水 に 浸 漬 し て リ ン ス を 行 っ た 。
　 次 に 、 ア ル カ リ エ ッ チ ン グ 槽 内 の エ ッ チ ン グ 液 を 撹 拌 し な が ら 上 記 ウ ェ ー ハ を 浸 漬 し て
ウ ェ ー ハ の 取 り 代 を 表 面 と 裏 面 を 合 わ せ た 合 計 で ５ μ ｍ と な る よ う に ア ル カ リ エ ッ チ ン グ
を 行 っ た 。 ア ル カ リ エ ッ チ ン グ を 終 え た ウ ェ ー ハ を 超 純 水 に 浸 漬 し て リ ン ス を 施 し て ウ ェ
ー ハ を 得 た 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ＜ 実 施 例 ２ ＞
　 酸 エ ッ チ ン グ に お け る ウ ェ ー ハ の 取 り 代 を 表 面 と 裏 面 を 合 わ せ た 合 計 で １ ２ μ ｍ と し 、
ア ル カ リ エ ッ チ ン グ に お け る ウ ェ ー ハ の 取 り 代 を 表 面 と 裏 面 を 合 わ せ た 合 計 で １ １ μ ｍ と
し た 以 外 は 実 施 例 １ と 同 様 に し て エ ッ チ ン グ を 行 っ た 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ＜ 比 較 例 １ ＞
　 フ ッ 酸 、 硝 酸 、 酢 酸 及 び 水 を 体 積 比 （ Ｈ Ｆ ： Ｈ Ｎ Ｏ 3 ： Ｃ Ｈ 3 Ｃ Ｏ Ｏ Ｈ ： Ｈ 2 Ｏ ） が １ ：
８ ： ６ ： ５ と な る よ う に 混 合 し て 酸 エ ッ チ ン グ 液 を 調 製 し 、 酸 エ ッ チ ン グ に お け る ウ ェ ー
ハ の 取 り 代 を 表 面 と 裏 面 を 合 わ せ た 合 計 で １ ２ μ ｍ と し 、 ア ル カ リ エ ッ チ ン グ に お け る ウ
ェ ー ハ の 取 り 代 を 表 面 と 裏 面 を 合 わ せ た 合 計 で １ ２ μ ｍ と し た 以 外 は 実 施 例 １ と 同 様 に し
て エ ッ チ ン グ を 行 っ た 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ＜ 比 較 試 験 及 び 評 価 ＞
　 実 施 例 １ ， ２ 及 び 比 較 例 １ で 得 ら れ た ウ ェ ー ハ 表 面 の 所 定 位 置 を 表 面 粗 さ 測 定 装 置 を 用
い て 走 査 し 、 表 面 粗 さ 測 定 を 行 っ た 。 表 面 粗 さ の 測 定 結 果 を 図 ２ ～ 図 ４ に 、 各 表 面 粗 さ 測
定 結 果 に お け る 平 均 ラ フ ネ ス Ｒ ａ （ average roughness） 、 平 方 根 平 均 ラ フ ネ ス Ｒ m s （ roo
t-mean-square roughness） 及 び ラ フ ネ ス の 最 大 値 Ｒ p - v （ peak-to-valley） を 表 １ に そ れ
ぞ れ 示 す 。 な お 、 図 ２ ～ 図 ４ に お け る Ｌ m s は 平 均 表 面 レ ベ ル （ mean surface level） を 示
す 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ４ 及 び 表 １ よ り 明 ら か な よ う に 、 酢 酸 を 含 む 酸 エ ッ チ ン グ 液 を 用 い て エ ッ チ ン グ を 行
っ た 比 較 例 １ で は 、 表 面 粗 さ が 大 き く 、 表 面 高 さ の 絶 対 値 を 示 す Ｒ p - v も 大 き な 数 値 を 表
し て い る 。 こ れ に 対 し て 図 ２ 及 び 図 ３ よ り 明 ら か な よ う に 、 実 施 例 １ 及 び ２ で は 、 同 様 の
製 造 条 件 に も か か わ ら ず 表 面 粗 さ が 大 幅 に 改 善 さ れ て い る こ と が 判 る 。 特 に 酸 エ ッ チ ン グ
に よ る 合 計 取 り 代 の 割 合 を 大 き く し た 実 施 例 １ は 更 な る 表 面 粗 さ の 低 減 を 図 る こ と が で き
る こ と が 判 る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
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【 ０ ０ ２ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の シ リ コ ン ウ ェ ー ハ の 加 工 方 法 を 示 す 工 程 図 。
【 図 ２ 】 実 施 例 １ で 得 ら れ た ウ ェ ー ハ の 表 面 粗 さ 測 定 図 。
【 図 ３ 】 実 施 例 ２ で 得 ら れ た ウ ェ ー ハ の 表 面 粗 さ 測 定 図 。
【 図 ４ 】 比 較 例 １ で 得 ら れ た ウ ェ ー ハ の 表 面 粗 さ 測 定 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 １ １ 　 ラ ッ ピ ン グ 工 程
　 １ ２ 　 洗 浄 工 程
　 １ ３ 　 エ ッ チ ン グ 工 程
　 １ ３ ａ 　 酸 エ ッ チ ン グ
　 １ ３ ｂ 　 ア ル カ リ エ ッ チ ン グ
　 １ ７ 　 裏 面 軽 研 磨 工 程
　 １ ８ 　 表 面 鏡 面 研 磨 工 程
　 １ ９ 　 洗 浄 工 程
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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